
見島～萩航路改善計画策定業務仕様書   

１ 調査の背景・目的

   萩市には日本海の沖合いに、大島、相島、櫃島、羽島、肥島、尾島、見島の７つの離島が

あり、そのうち見島、大島、相島、櫃島の４島が有人島で、見島、大島、相島には定期航路

が就航している。

   見島は、本土萩市の北西約４４km の日本海に位置し、面積７．７４ｋ㎡、周囲１７．５ｋ

ｍの山口県の最北端の島で、海岸沿いの入り江に本村、宇津の２集落が形成されている。

   人口は、平成３０年３月末現在で７９３人、世帯数４５８世帯で、６５歳以上の高齢化率

が５２．０％となっている。

   島内には、小学校、中学校、へき地保育所があり、診療所、歯科診療所に医師が常駐、福

祉施設、郵便局、店舗もあり、簡易水道、ゴミ処理施設、し尿処理施設が整備されているが、

本土から遠く、この間の唯一の交通手段が萩海運有限会社の運航する見島～萩航路（見島宇

津～見島本村～萩）である。このため、当該航路は見島住民、見島を訪れる観光客等の人的

輸送や郵便物をはじめ生活必需品、農産物など様々な物資を輸送している。

   使用船舶は、平成１０年４月に建造した２５８ｔ、定員２００人の高速船「おにようず」

で、１日２（冬季）～３便（夏季）を８人の船員で運航している。

   現在、平成３０年４月就航を目途に新船を建造中である。

   相島は、本土萩市の北西約１４km の日本海に位置し、面積２．４３ｋ㎡、周囲１０．５ｋ

ｍの島で、集落は台地上にある。

   人口は、平成３０年３月末現在で１５２人、世帯数６８世帯で、６５歳以上の高齢化率が

５１．３％となっている。

   島内には、小学校、中学校、季節保育所（休所中）があり、簡易水道が整備されているが、

医療施設はなく、週１回の巡回診療のみが行われているなど、多くを本土に頼っている。本

土から定期航路で４０分の距離にあるが、この間の唯一の交通手段が萩海運有限会社の運航

する見島～萩航路（相島～萩）である。このため、当該航路は相島住民の通院、釣客等の人

的輸送や郵便物をはじめ生活必需品、農産物など様々な物資を輸送している。

   使用船舶は、平成２年１０月に建造した１１３ｔ、定員１５０人の「つばき２」で、１日

３便を６人の船員で運航している。

   大島は、本土萩市の北約８km の日本海に位置し、面積３．０１ｋ㎡、周囲８．５ｋｍの島

で、島の南岸沿いの漁港周辺が集落となっている。

   人口は、平成３０年３月末現在で６９８人、世帯数２８５世帯で、６５歳以上の高齢化率

が３８．４％となっている。

   島内には、小学校、中学校、保育所があり、診療所に医師が常駐、郵便局、店舗もあり、

水道施設（海底送水）、集落排水施設が整備されている。本土から定期航路で２５分の近距離

にあるが、この間の唯一の交通手段が萩海運有限会社の運航する見島～萩航路（大島～萩）

である。このため、当該航路は大島住民の通勤・通学・通院、釣客等のための人的輸送や郵

便物をはじめ生活必需品、農産物など様々な物資を輸送している。



   使用船舶は、平成２５年４月に建造した３２３ｔ、定員１５０人のフェリー「はぎおおし

ま」で、１日４便を８人の船員で運航している。

経営状況については、各島の人口は年々減少傾向にあり、公共事業の施工やイベント参加

者の動向によって若干の増減はあるものの、運航収入の増加は見込めない状況にあることや、

運航距離の長い航路を有していることから恒常的に不採算となっており、国・県・市の離島

航路補助金により補填されている。

   近年の離島航路を取り巻く環境は、全国的にも離島における人口減少及び高齢化が加速化

し、輸送人員等が減少、燃料油価格の高騰、それに伴う欠損の増大、船舶の老朽化等により

非常に厳しい状況にある。

   こうした環境の変化の中で、離島航路の維持・活性化のため、幅広い関係者により構成さ

れる「航路改善協議会」において、「航路・経営診断」などで問題点や課題を正確に把握した

上で、「航路改善計画」を策定し、将来の欠損増大・経営破綻を回避するための改革の取り組

みを行うことが求められている。

   離島航路は、離島と本土を結ぶ唯一の公共交通機関であり、また生活物資の輸送手段であ

ることから、島民の生活維持・安定や離島の産業振興のためには欠くことのできない、いわ

ば離島の生命線である。その離島航路を将来にわたって維持していくため、「見島～萩航路改

善協議会」において、見島～萩航路の今後のあり方、相島航路の新船建造の必要性やランニ

ングコスト抑制等の課題や見島航路の新船就航に伴うダイヤ改正について検討を行い、「航路

改善計画」を策定するものである。

２ 対象航路

   見島～萩航路（見島～萩、相島～萩、大島～萩）

３ 業務内容

（１）当該航路に係る現況調査

    見島、相島、大島の地域特性、年齢別人口、萩地域の医療機関、公共施設等を調査し、

見島～萩航路の現況利用実態（便別・利用目的別実績等）を把握する

（２）航路の将来予測・分析

    見島～萩航路の将来動向を把握するため、住民利用実態や島内での移動手段把握のため、

アンケートの実施や見島、相島、大島地区の年代別将来人口等を予測し、今後の航路輸送

実績、航路損益を予測・分析する。

（３）航路改善に向けた住民の合意形成のための意見交換会実施

    航路改善計画について見島、相島、大島の住民の合意形成を図るため、本業務の目的、

検討状況を住民に広報するとともに、ワークショップ形式の意見交換会を開催する。

（４）「航路改善計画」の策定

    財務専門家が別途作成する「航路経営診断」、上記（１）～（３）及び航路改善協議会で

の検討結果を踏まえ、｢見島～萩航路改善協議会設置要綱｣の４．に留意しながら「航路改

善計画」を策定する。

（５）航路改善協議会へのオブザーバー参加及び協議会資料作成（各２回程度）



４ 調査期間

   契約締結日から平成３１年３月２５日まで

５ 成果品等の提出

（１）成果品：航路(経営)調査業務報告書、航路改善計画書各２０部（Ａ４版）（くるみ製本）

及びＤＶＤ－ＲＯＭ １部

（２）提出期限：平成３１年３月１５日まで

（３）提出場所：萩海運有限会社 〒７５８－００２４ 萩市大字東浜崎町１３９番地１

６ 秘密保持

   請負者は、本業務により知り得た情報及び資料について、萩海運有限会社の許可なく第三

者に漏らしたり、他の目的に使用してはならない。

７ その他

   業務の実施にあたっては、萩海運有限会社と十分協議しながら事業を進めることとし、仕

様書にない事項で疑義を生じた場合は、その都度協議するものとする。


